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鰯
や 気象 な ど事前 予 知 でき ない こ と， 要 求さ れて い

１。
勝 者の 呪 い一如何 にマ ー

る 仕様 内 容の 未 確 定部 分， 積 算上 の ミス な ど不確クアップを決めるか
定部 分 が 当然 含 ま れる し， マ ーク ア ッ プの 取り 方

マ ーク ア ッ プエ 「利益， 儲 け」 と いう と， と か も 各社 の 考 え方 があ る は ず で， こ れ が入 札 にお け

く 白 本の 建 設 工事 に お ける 見積 で は嫌 わ れる 傾 向 る価 格 差 にな る と論 理 的に は 考 えら れる。 前者 の

があ る。 海 外 では プ ロフィ ッ トや プ レリ ミナ リ ー 費用 見 積 額の 不 確定 さ は入 札 にお け る 「リス ク」

ズ と 称 し て コ ン ト ラ ク タ ー の 利 益 項 目 （正 確 に と い っ て も よレ）。

は， プ レリ ミナ リ ー ズ は英 国系 の 数量 積 算基 準 に さ て， 金 本 良 嗣氏 の論 文 （「政府 調 達 の経 済 学」

ある 項目 で， わ が 国 の内 訳書 式 に お ける 「共 通仮 金 本 ・ 宮 島 編 罫公 共 セ ク タ ー の 効 率 化』 １９９ユ所

設」 お よ び 「現 場 管 理 費」 に 相 当 す る 内 容 で あ 収） に は， 「勝 者 の 呪 い」 と い う の が紹 介さ れ て

り， 「一 般 管 理 費」 や 「利 益」 を 含 ん だ り， 含 ま いる。 競争 入 札 にお いて は 入札 価 格 のう ち で最 低

な かっ た り す る ら し い） が あ り 保 証 さ れ て い る のも の が落 札価 格に なる の で， 落 札 価格 の期 待 値

が， 日本 で は見 積 書 に利 益 という 項 目 が ない の が は各 入 札価 格 の期 待 値よ り 低く な る こと か ら， 落

一 般 的 で あ る。 そ の た め そ れ ら は 実 際 に は 広 く 札 した とき の 実 際費用 は自 分の 予測 を上 回る こ と

ＢＱ の 中に 忍 び 込 ませ る よ う に な る。 こ れ が 建 設 にな る。 そ のた め 入 札者 が 自分 の 費用 予 測値 を 信

業 に お ける 「価 格 ニコ ス ト」 を 分 かり にく く して 用 して その ま ま入 札 する と， 落札 者 は損 失 を被 っ

い る 原因 で もあ ろう。 て しまう と いう も の であ る。 も ち ろ ん談 合が な い

実 際の 競 争入 札 にお いて 企 業 がと る 行 動は， 当 とい う 前提 だ が， 賢 い入 札 考 はこ のよ う な現 象 を

該 工事 の 実 際費用 見積 に対 して， 何 ら かの マ ーク 考 慮 に入 れ て入 札 価格 を 決 定す る はず で ある。

ア ッ プを 加 えた も のを 入札 価 格 と して 提示 する わ 競 争入 札 にお ける ジレ ンマ は， す れ す れで 競 争

け であ る が， 費用 見 積 額そ の も のに は， 現 場 条件 に 勝ち， し かも 利 益 は最 大 限確 保 でき るよ う な価

図１ 仕事の必要性が入札行動に与える影饗 （マークアップ戦鰭ごと）
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低い ← 仕事の必要度 叫 高い
＊ １） 安 全 価 格 １ｃｏｖｅｒ ｐｒ…ｃｅ



入札あれこれ 【１３１

格 で入 札 を 行う こ とで ある。 今 回 はマー ク ア ッ プ

を どう 決 める か を考 え る。

ト 競争入札への態度
欧米の入札モデル研究では競争入札参加者が，

そ の 期待 価 値 を最 大に した り， 受入 可 能な 最 小額

を 与 える マ ーク ア ッ プ に つ い て の 研 究 蓄 積 が あ

る。 例 え ば，
Ｍ．Ｓｋｉｔｍｏ肥 ［！９８２〕 は，

建 設 会 社

の マ ーク ア ッ プに 対す る 態度 と して ２ 種類 を あ げ

て い る
。
一 つ は マ ー ク ア ッ プ を 変 化 さ せ る も の，

も う 一 っ は マ ー ク ア ッ プ は 一 定 と す る も の であ

る。 そ れ ぞ れ の マ ー ク ア ッ
プ ヘ の 態 度 に 対 し て

，

仕 事 の必 要 性の 大 小と いう 観 点 か らみ ると， 図１

の よう に 入 札行 動 が異 なっ て く る と してい る。

マ ーク ア ッ プを 変え る 戦 略 （こち ら が一 般 的）

の 場 合， 全 く 仕事 が必 要 ない 場 合 は入 札辞 退 と な

る が， あ ま り必 要性 が 高く な い 段階 で は費 用 をか

け な い 積 算 で 失 敗 し な い 多 め の 価 格 （ＣＯＶｅｒ

ｐてｉｃｅ） で の 入 札 と な り， 順 次必 要 性 が 高 く な る

に つ れて， 粗い 積 算と 高 いマ ーク ア ッ プ， 詳細 な

積 算 と低 いマ ー ク ア ッ プ の 設 定 を 行 う よ う に な

る。 入 札 を しな い とい う 行動 も ありう る と して い

る 点 はわ が 国の 常識 と 違っ て お も しろ い。

一 方， マ ーク アツ プを一 定 と する 戦 略と いう の

は， 入 札 間題 ではあ ま り考 え ら れな い かも し れな

い が， 経 済 学の 文献 を 読 むと そう 特 殊 なこ と でも

な い。 製 造 業を 想定 した もの と 思わ れる の だ が，

実 際の 企 業 は， 平均 費 用 （商 晶 を１ 単位 製 造 する

の に 要す る 費用） に一 定 のマ ーク ア ッ プを 加 えて

製 晶価 格 と して いる ケ ース が 多 いこ と が報 告さ れ

て い る。 こ こ で は マ ー ク ア ッ
プ は 利 潤 率 を 示 し

，

こ れ をいっ た ん 固定 す る と， 需 要条 件 が多 少 変化

して も価 格 は圃 定さ れ る。 こ の よう な価 格 付 けの

６ 建築コスト研究 脳 ＷｌＷ 田

考 え 方 を フ ル ・ コ ス ト 原 則 あ る い は マ ー ク ・ ア ッ

プ ・ プ ラ イ シ ン グ と い う
。

つ いで に いう と， こ の意 味 で のマ ーク ア ッ プ率

の 時系 列 的推 移 を 全産 業 につ いて 比 較 する こ と で

産 業 ごと の 競争 状 況 を把 握す る こ とも 可能 だ と し

たレポー ト （経済企画庁調査局編 「平成８年版日

本 経 済 の 現 況」 ｐｐ．２０５－２ｕ 等） で は， 穏 や か な

下 降局 面 に ある 非 製造 業 の申 に あっ て， 建設 業の

マ ーク ア ッ プ率 は， 近 年 はわ ず か なが ら 上昇 局面

にあ るこ と が示 さ れて い る。 こ こ で詳 細 な報 告 は

適 さ ない が， 総 じ て いえ ば建 設 業 は 「競 争力 があ

る 業 種 で， 価格 支 配力 が 相対 的に 強い」 た め にマ

ー ク アッ プ率 が高 め に推 移 して いる と いう こ と に

なる （た だ し， 判 断 の元 と した 推 計は１９９３年 ま で

で あ る）
。

ト マーク乃 プを決める要因
さて， 話 は少 し そ れて しま っ た が， 請負 者 が入

札 を 行う か， 行 わ な いか， ま た は幾 ら で 入札 する

か， に つ い て は 本 来 様々 な バ リ エ ー シ ョ ン が あ

る。 実 際 の と こ ろ 入 札 者 は，
Ｓｋｉｔｍｏｒｅ が 示 し た

「仕 事の 必 要性」 の みで なく， 多く の 条件 を 考慮

して いる。 そ れら の多 く は数 量 化す る こ とは 困難

である が， その よう な入 札に お ける マ ーク ア ッ プ

を 決 める 条 件を 評 価す る よう な 分析 ・ 研 究が いく

つ か存 在 する。

例 え ばマ ーク ア ッ プに与 え る 要因 に つ いて の研

究 と し て， ア メ リ カ で の Ｉ． Ａｈｍａｄ ［１９８８〕 や 第

５ 回 目 の 運 載 で 紹 介 が あ る イ ギ リ ス で の Ａ．
Ａ
．

Ｓｈａｓｈ ［１９９３コ の も の 等 が あ る。 前 者 は アメ リ カ

の 建 設会 社 に対 し て， 予 め調 査 者 が経 験者 へ のヒ

ア リ ン グ な ど を 元 に 用 意 した３ユ種 類 の 要 因 の う

ち， どれ が入 札 す るか 否 かを 決 定す る か， また，



マー ク ア ッ プを決 め るの か に つい てア ンケ ー トに

より 調 べて い る。 回 答 は１２９社 か ら 寄 せ ら れ， う

ち９０社 は ＥＮＲユ９８６ラ ン ク で ト ッ プ４００に 入 る 企

業 である。 そ の結 果 のう ち， マ ーク ア ッ プ に影 響

を与 える も の につ い て得 点 の高 い もの か ら順 に 示

すと 表１ となる。 表 １に は 入札 す るか 否 か につ い

て の 順 位 も 示 し た
。
こ れ ら の 条 件 ・ 指 標 は， い わ

れれ ば何 と なく 納 得 でき る もの が多 い。

こ れ か ら も う 少 し 踏 み 込 ん で， 階 層 分 析 法

（ＡＨＰ；こ れ に つ い て は 「入 札 あ れ こ れ 【４】」

表１ マークアップ決定に影饗を与える条件

１． 不確 実 性 の 程 度

２． 困難 さ の 程 度

３．
工事 の 種 類

４． 積 算 で の あ し） 削 ）さ

５． 類似物件での利 益率

６． 現在 の仕
事 量

７． 投資 のリ ス ク

８
．
利 益 率

９． 施 主

至ｏ． 施 工 場所 （立 地）

至１． 仕 事 の
必 要 性

１２． サ
ブ コ ンの 信 頼 度

１３
．
設 計 の質 （完 成 度）

互４． 工 事 の 大き さ

互５．
景 気

１６． 競 争 の 状況

１７． 仕 事 へ の 自信

１８． 労 働 者 環 境
華１

！９． 会 社 の 体カ （強 み）

２０． プ ロ ジ ェ ク ト の キ ャ シ ュ フ 債 一

２王
．
工 事 に お ける 臨 時 費 用

２２． 下 請 に 出 す べき 部 分

２３．
監 督 者 のタ イ プと 数

２４． コニ期

２５．
必 要 な 資 本 金

２６．
一 般 管 理 費

２７． 労 働 考 のタ イ プと 数

２８． 機 材 の 種 類 と 数

２９． 工 事 の 開 始 時期

３０． 入 札 時 期 （季 節）

３王． 税 金 負 担 額

９６．３％ （ ５）

９５．１％ （１４）

９０．！％ （ １）

８９．Ｏ％ （夏７）

８６．１％ （４）

８４．！％ （互３）

８０．２％ （１２）

７９．３％
（ユ５）

７７．５％ （ ３）

７６．５％ （ ６）

７５．３％ （
２）

７５．３ ％ （２０）

７５
．
２％ （１９）

７４．４ ％ （ ９）

７４．凄％ （１Ｃ）

７３．２ ％ （王１）

７３．
２％ （至６）

７１．６％ （ ７）

７０．７％
（ ８）

６８．３％ （２王）

６７．５％ （２２）

６６．７％ （２４）

６５．４％ （１８）

６５．０％ （
２３）

５６．至％ （２５）

５２
．
５％ （２８）

４６．９％ （２７）

４０．７％
（２９）

３８．３％ （２６）

３４．
１％ （３王）

３３．３％ （３０）

漆） 数 樹 ま影 響 が あ る と 答 え た 中 で６点 溝 点 の う ち， ４点 以 土 に

つ け た 人 数 の書劃合（％）を 示 す。 局 率 の 場 合 は 得 点 の 平 均 億

の 大 き さ に よ り 願 番 を つ け た。 ま た， （） 内 の 数 纏 は 入 札

す る か 否 か の 決 定吾こ影 響 を 与 え る 条 件 の 糧 位 を 示 す。
＊玉） ユ ニ オ ン か

，
葬 ユ ニ オ ン か， 豪 た 協 力 約 か。

で紹 介 済 み） を利 用 して マ ーク ア ッ プ を決 める 条

件の 体 系 化を 行っ た も のや， 効用 関 数 を用 いて 具

体 的な プロ ジ ェク トにつ い て 望ま し いマ ーク ア ッ

プ の 算 出 を 行 っ た 研 究 も あ る。 こ れ ら に つ い て

は， 紙 幅 が尽 きた の で別 の 機会 に 報 告 した いと 思

う
。

い ず れ にせ よ， 競 争 的環 境 にお いて よ り有 利 に

（多 く の金 額 で） 受 注に 成 功す るた めの マー ク ア

ッ プの 決め 方 は， 欧 米の 入 札研 究 で はい ま だに 中

心 的な 課題 と なっ て いる。

翻 っ てわ が 国 の状 況 を考 える と， 最近 は全 体 と

して 工 事量 が 縮 小傾 向 にあ る 中 で， 元請 け各 社 の

厳 しい 受 注競 争 が展 開さ れ るよ う に なっ た。 一 般

管理 費 を は じめ と して厳 しいコ ス ト ダウ ン ヘの 努

力 もあ る だろう が， 申 には 入 札参 加 条件 に よる 競

合者 の 締 め出 し 等の 手 の込 ん だ競 争 で， 業 界内 に

不 穏な 空 気も あ る と闘く。

今回 は マー ク アッ プを どこ に置 く か とい った 古

典 的 とも 思 える 入 札戦 略に つ いて， 研 究事 情の 一

端 を紹 介 した が， こう した 近 代 合理 主 義の 立場 で

日本の建設業界の入札間題を理解しよう として も

空 しく 感 じるこ と もあ る の は筆 者の み で はな かろ

う 。
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